ほぼ週刊コラム　Partnership論　その１３４
シリーズ：『米国Partnership税制勉強会』の振り返りと準備
第八回勉強会（年表項目４：契約法リステイトメント（2nd））の振り返り（３）：
ケインズ1930年論文『孫の世代の経済的可能性』和訳

Economic Possibilities for our Grandchildren
孫の世代の経済的可能性
John Maynard Keynes　（1930年）
山岡洋一氏の和訳から再和訳　rev.2　20150320　齋藤旬

解説：
　Web Site：Christian Voiceにも書かれている様に、ケインズは1926年論文：The End of Laissez-Faire（自由放任時代の終焉）で、freedomをrejectしlibertyを擁護し、Christianityとは決別したかに見える。しかし、ここに挙げたケインズ1930年論文：Economic Possibilities for our Grandchildren（孫の世代の経済的可能性）を読んで頂ければ、やはりケインズの精神基盤は十分にChristianity、または少なくともChristianity的であったことが分かる。
見所は、「（早ければ2030年には）the useful（効用）よりthe good（善）を選ぶようになる」（11頁目第一段落）と、「しかしその時期にはまだ至っていない。少なくとも今後百年は（即ち2030年までは）、自分自身に対しても他人に対しても、きれいは汚く、汚いはきれいであるかの様に振る舞わなければならない」（11頁目第二段落）という正常と異常とのコントラスト。そして更に、ケインズ自身が、ケインズ主義経済はゴールに達するために一時的に使う近道（但し悪路）にすぎないと考えていたし、当時の急場をしのぐために止むを得ず一時的に使わざるを得ない「異常」な経済だと認識していた。応急策から脱して、一日も早く「正常」に移行すべきだと考えていたことだ。
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この論文から日本が学ぶべき一番肝心なこと。それはやはり、「失われた二十年」の原因についてのヒントだ。例えばコラム１２５で示した様に、「なぜ日本だけがGDP成長が停滞するのか？」に対するヒントだ。

即ち今から85年前、イギリスは正常から異常に突入した直後であり、この頁の中ほどにケインズが言うように、「急速な変化による成長痛」に苦しんでいた。･･･それから85年経った今、イギリスを含む世界の国々は、なるほど苦しんではいる。しかし日本ほどは苦しんでいない。なぜだろうか？　ひょっとすると、この小論でケインズが予告した「早ければ2030年には訪れる、異常から正常への移行」に、世界は取り組み始めているが、日本はそれができていないからではないか。
いや、それどころか日本は、ケインズ自身が「異常」としたケインズ主義経済にしがみついているからではないか？　だから、日本だけが異常に苦しんでいるのではないか？
そんなことに思いを馳せて頂けたら幸いだ。･･･では、どうぞ御読み下さい。
Ⅰ

現在（1930年）、私達は経済について、悲観論の重い発作に見舞われている。今よく聞くのは、こういう悲観論だ。即ち、19世紀には経済の大幅な進歩が特徴になったが、その時代はもう終わった。生活水準の向上はこれまでの急速なペースが低下しており、少なくともイギリスではそうだ。今後10年間に、経済的に豊かになる可能性よりも貧しくなる可能性の方が高い。この様な悲観論が広がっている。
これは、いま起こっていることを全く誤解した見方だと思う。いま苦しんでいるのは、年をとってリューマチにかかったためではない。急速な変化による成長痛のためであり、経済の一つの段階から次の段階に移行する際の適応が痛みを伴うためである。技術効率が急速に高まって、労働力の吸収という問題を処理しきれなくなっている。生活水準の向上のペースも若干速すぎた。世界の銀行制度と通貨制度に問題があって、金利が急速には低下せず、（齋藤補遺：需要と供給の）equilibrium（均衡）が成立できなくなっている。ただこうした状況にありながらも、それによる浪費と混乱は国民所得の7.5%程度に収まっている。即ち、もっと賢明な方法をとれば1ポンドが得られるのに、そのうち7.5%にあたる1シリング6ペンスを無駄にし、18シリング6ペンスだけを得ている。とはいえこの18シリング6ペンスが、5年か6年前の1ポンドに相当する価値をもっているのである。誰もが忘れているが、1929年には、イギリス産業の生産量は過去最高になったし、貿易収支の黒字額、つまり輸入代金を支払った後に新規の対外投資にあてられる金額は、世界のどの国よりも多く、アメリカより50%多かった。他国との比較が重要だというのであれば、たとえばイギリスの賃金を半分に引き下げ、国の債務の5分の4について支払いを拒絶し、余剰資金を6%以上の金利で貸し出すのではなく、金利のつかない金（gold）で退蔵すれば、いまや羨望の的になっているフランスに似てくる。だがこれが改善だといえるのだろうか。
世界的な不況が起こり、物不足が蔓延する世界で失業者があふれる異常な事態になり、そこに更に、悲惨な間違いを犯してきたために、肝心なことが私達には見えなくなっている。即ち、表面には現れない部分で進行している動き --- 現在のトレンドを、正しく解釈することができなくなっている。どういう事かと言うと、かしましく議論されている二つの正反対の悲観論はどちらも、私達が生きている間に誤りであったことが証明されると私は予測する。二つの悲観論の一方は、革命派の悲観論。この論者は、事態が極端に悪くなっているので、暴力的な変化以外に救われる道はないと考えている。他方は、反動派の悲観論。この論者は、経済と社会のbalanceが極めて危うくなっているので、何らかの方法を試すリスクをとることなどできないと考えている。どちらも誤りだと分かるだろう。
そう、この小論では現在や近い将来について検討するのではなく、短期的な見方から自らを解放して、遠い将来を考えることを目的にしたい。即ち、百年後の世界、2030年ごろの世界では、人々の生活は経済的にみて、どの様な水準になっていると予想できるのだろうか。孫の世代の経済的可能性は、reasonablyに、どの様に考えられるだろうか。

記録が残されている最古の時代、たとえばbefore Christ二千年ごろから比較的最近の18世紀初めまで、世界の丈明の中心地に住む庶民の生活水準は、それほど大きく変わっていない。生活水準が上昇する時期と低下する時期は確かにあった。伝染病や飢饉、戦争の時代があった。Golden intervalsもあった。しかし進歩はしていない。変動があっただけだ。たとえば西暦1700年までの四千年間でみれば、他の時期より生活水準が50%高い時期があったし、100%高い時期もあっただろうが、それが精一杯だった。

この様に進歩が遅かったのは、いや、進歩が無かったのは、二つの理由があったからだ。第一に、技術の重要な進歩が驚くほど無かった。第二に、資本の蓄積が為されなかった。

有史以前の時代と比較的最近の時代との間の期間、重要な技術発明が無かった点は、真に驚くべきことだ。現実に重要となった技術で、近代の初めにあったものは全て、有史時代の梨明期には既に知られていた。言語、火、今と同じ家畜、小麦、大麦、葡萄とオリーブ、犂（すき）、車輪、オール、帆、草、亜麻布と毛織物、煉瓦と壷、金と銀、銅と錫、鉛（鉄が紀元前千年までに加わった）、銀行、statecraft（国家運営術）、数学、天文学、そしてreligionである。これらがいつから使われるようになったのかは記録に残されていない。

従って、はるかな昔 --- それは最後の氷河期が訪れる以前の温暖な間氷期だった可能性すらあるが --- 有史以前に、今日の時代に匹敵するような進歩と発明の時期があったはずである。しかし有史以降の大部分には、こうした時期はなかった。

近代が幕を開けたのは、16世紀に資本の蓄積が始まってからだと思う。ここでは議論を簡潔にするために理由は述べないが、資本の蓄積が始まったのは当初、物価が上昇し、それに伴って利益が増加したためであり、この物価上昇はスペインが金と銀を新世界から旧世界に持ち込んだ結果だと考えられる。この時点から現在まで、複利（compound interest）による蓄積の力が長期にわたる休眠から覚め、強さを回復している。そして、二百年以上にわたる複利の力は想像を絶するまでになった。

例として、私が計算した数値を示しておこう。イギリスの対外投資残高は現在、約40億ポンドだと推定される。この投資は約6.5%の利回りで所得を生み出している。そのうち半分は国内に持ち込まれて、消費に使われている。残り半分にあたる3.25%は海外で再投資され、複利で蓄積されている。この様な状況が既に350年間 --- 齋藤補遺：ケインズの英語原文では250年間だが、山岡洋一氏和訳の指摘どおりここは350年間が正しいだろう --- ほど続いているのである。
350年間というのは、1580年にフランシス・ドレイクがスペインから奪って持ち帰った金銀がイギリスの対外投資の起源になったとみられるからである。この年、ドレイクはゴールデン・ハインド号での世界一周の航海を終え、莫大な略奪品を積んでイングランドに戻ってきた。エリザベス女王は、この航海の資金を提供したシンジケートにかなりの比率で出資していた。この分配金を使って、イングランドの対外負債をすべて返済し、財政赤字を解消した後に、約4万ポンドの資金が残った。女王はこれをレヴァント会社に投資し、同杜は繁栄した。同社の利益を使って、東インド会社が設立された。この偉大な企業の利益が、その後、イギリスの対外投資の基礎になった。当初の4万ポンドが3.25%の複利で蓄積していくと、様々な時点でのイングランドの対外投資残高にほぼ等しくなり、現時点では前述の対外投資残高、40億ポンドに近くなる。したがって、ドレイクが1580年に持ち帰った1ポンドが今では、10万ポンドになっているのである。複利にはこれほどの力があるのだ。

科学と技術発明の偉大な時代が16世紀にはじまり、18世紀に加速し、19世紀初め以降には奔流になっている。石炭、蒸気機関、電気、石油、鋼、ゴム、木綿、化学工業、自動機械、大量生産方式、無線、印刷、ニュートン、ダーウイン、アインシュタインをはじめ、何千もの偉大な発明や偉大な人物が現れており、あまりによく知られているので、ここに列挙する必要もないほどである。

その結果、どうなったのか。世界の人口が大幅に増加し、その分、住宅や生産設備を増やす必要があるなかでも、ヨーロッパとアメリカの生活水準は平均して約4倍になったとみられる。資本の伸び率は過去のどの時代と比べても、百倍をはるかに超えている。そして今後は、これまでほどの人口の増加を予想しなくてもよくなっている。

資本がたとえば、年に2%の率で増加していけば、世界の資本設備は20年間にほぼ1.5倍になり、百年間では7.5倍近くになる。この数値を住宅や輸送機器などの物質的なもので考えてみるといい。

そのうえ、製造業と運輸業での技術改良が、過去十年間には歴史上のどの時期よりも急速になっている。アメリカでは製造業の一人当たり生産量は、1925年には1919年より40%多くなった。ヨーロッパでは一時的な障害があって、ここまで高い伸びにはなっていないが、それでも技術効率が年に1%を超える率で高まっているとみて間違いないだろう。革命的な技術変化はこれまで、主に鉱工業で起こっていたが、近く、農業でも起こると予想できる事実があらわれている。食料の生産でも近く、製造業、鉱業、運輸業でみられたのと変わらないほど大幅に、効率性が向上するとみられる。近い将来に、つまり私達が生きている間に、農業、鉱業、製造業の生産をすべて、これまでの常識と比較して、わずか4分の1の労働で達成できるようになるだろう。

短期的には、この極めて急速な変化のために世界は打撃を受け、解決が難しい問題にぶつかっている。進歩の先頭に立っているわけではない国の方が、打撃が大きくなっている。今、世界は新しい病にかかっているのであり、聞いたことがなかった病名だという読者が多いだろうが、今後何年かに頻繁に聞くことになるだろう。technological unemployment（技術的失業）というのがその病名である。省力化の手段を見つけだすペースが速すぎて、労働力の新たな用途を探すのが追いつかなくなるために起こる失業が、技術的失業である。

しかし今は、一時的に適応できていないにすぎない。以上の点が意味するのは、長期的にみて、mankind is solving its economic problem（人類は経済的な問題を解決しつつある）ことだ。百年後の2030年には、先進国の生活水準は現在の4倍から8倍の間になっていると私なら予想する。たった今分かっている点から考えても、これは驚くような予想では全くない。はるかに大幅な進歩の可能性を予想しても、愚かだとはいえない。

Ⅱ

ということでここでは百年後の、経済的にみた生活水準が、平均して現在の8倍になると想定して議論を進めることにしよう。この想定には驚く様な点は何もないと断言できる。

確かに人間のneedsには限りがないというのは事実だ。だがneedsには二つの種類がある。第一は、絶対的なneedsであり、周囲の人達の状況がどうであれ、必要だと感じるものである。第二は、相対的なneedsであり、それを満たせば周囲の人たちより上になり、優越感をもてるときにのみ、必要だと感じるものである。第二の種類のneedsは、他人より優位に立ちたいという欲求を満たすものであって、確かに限りがないともいえる。全体の水準が高くなるほど、さらに上を求めるようになるからだ。しかし、絶対的なneedsは、限りがないとはいえない。おそらくは誰もが考えているよりはるかに早い時期に、絶対的なneedsが満たされ、私達はnon-economicな目的にエネルギーを使うことを選ぶようになる時期がくるだろう。

結論を述べよう。この結論について、じっくりと考えていくと、想像するだけで驚くべきことだと思えてくるはずである。

結論として、大きな戦争がなく、人口の極端な増加がなければ、百年以内にthe economic problem（絶対的needsに関する経済問題）が解決するか、少なくとも解決策が視野に入ってくるだろうと私は予測する。これは将来を見通すなら、絶対的needsに関する経済問題は、the permanent problem of the human race（人類にとって水遠の（天上世界的）
問題）ではないことを意味する。

これがどうして驚くべきことなのか、疑問に思うかもしれない。しかし正に驚くべきことだ。なぜなら、将来ではなく過去をみていくなら、絶対的needsに関する経済問題、即ち生存競争が、これまで常に人類にとって主な問題であり、とくに切迫した問題だったからである。いや、人類だけではなく、もっとも原始的な生命が誕生して以来、生物界全体にとって常に主な問題、とくに切迫した問題だったのである。

その中で特に人類は明らかに生得的に、即ち、人類が持つ衝動や深遠な本能によって、絶対的needsに関する経済問題を解決するという目的に適した方向に進化してきたのである。言い換えれば絶対的needsに関する経済問題が解決されれば、人類は誕生以来の目的を奪われることになるだろう。

だから疑問がわく。果たしてこれはa benefit（益となること）なのだろうか。確かに、人生は真に価値あるものだと信じている者にとっては、少なくともこの見通しは、benefitへ展開する契機となるだろう。しかしごく普通の庶民にとっては、数え切れないほどの世代に渡って刷り込まれた習慣と本能を、わずか数十年の間に放棄するよう求められることになるのだから、この再適応はとんでもなく困難だろう。
今風の言葉を使うなら、a nervous breakdown（ノイローゼ）が一般的になると予想しなければならないのだろうか。この点については既に、小規模な実験が行われたと言える。即ち、ある種のノイローゼが既に、イギリスとアメリカでは裕福な階級の夫人の間で一般的になっている。こうした夫人の多くはある意味で不幸な人達であり、豊かさのために伝統的な仕事や職を奪われている。economic necessity（生活必需）
という刺激がなくなって、料理や掃除、繕い物には興味がもてないし、かといって、もっと興味がもてるものを見つけだすこともできない。

額に汗して働き、その日暮らしを続けている者にとって、余暇は長年の夢だが、実際に余暇ができると夢から覚める。これを示す、年取った雑役婦が自分のために書いた古風な墓碑銘がある。
友よ、私の死を嘆かないで、私のために涙を流さないで

これから私は水遠に、何もしなくて良くなるのですから

この女性にとって、何もしなくて良い状態こそがher heaven（彼女にとっての天国）だったのだ。確かに、余暇を待ち望んだ人達は皆そうだが、この女性もラジオを聴いて時間を過ごすことができれば、どんなに素晴らしいだろうかと、考えてはいた。しかし、墓碑銘は以下の様に続く：
賛美歌と甘い音楽がthe heavenには流れているかもしれませんが
私は歌えませんし歌を喜びとはしないのです
そう、余暇のある人生に耐えられるのは、歌に縁がある人だけだろう。そして、歌える人は如何に少ないことか。

こうして、人類は創造されて以来はじめて
、現実問題として、permanent problem（永遠の、または天上世界的問題）に直面することになる。即ち、切迫した経済的心配事から解放されたfreedom
をどの様に使うか、あるいは、科学と複利の力で今後に獲得できるはずの余暇をどの様に使って、賢明に、気持ちよく、裕福に生きていくのかという問題である。

金儲けを目的として精力的に働く人達は、彼等のみならず私達も皆、経済的豊穣の膝元に招き入れるだろう。だが、切迫した経済的心配事から解放された後に来るだろう、この様な豊穣を楽しむことができる人々はそう多くないだろう。即ち、the art of life（生命の美的価値、あるいはそれを楽しむ術）そのものを維持し洗練させて、a fuller perfection
に向かう人達、あるいは、the means of life（生活の手段）にすぎないものに自分を売りわたさない人達だけだろう。

やはり、ある種の恐怖心を全く抱くことなく、余暇と豊穣の時代を心待ちにできる国や人はいないのではないかと思う。人はみな長年にわたって、懸命に努力するようしつけられてきたのであり、楽しむようには育てられていない。とくにtalentがあるわけではない平凡な人間にとって、暇な時間をどう使うのかは恐ろしい問題である。伝統的な社会を構成する土壌、習慣、beloved conventions（愛されてきた慣例や絆（きずな））の中に自分のルーツを最早持たない者には、なおさら恐ろしい問題になる。世界各地の裕福な階級が現在、どのように行動し、何を達成しているかをみれば、見通しは暗いといわざるをえない。裕福な階級は、言ってみれば私達の前衛斥候隊であり、後に続く人達のために the promised land（齋藤補遺：約束の地。これも旧約聖書のひっかけ。）の情報を集めようと、そこにキャンプを張ってくれているのだ。そして、この階級のほとんどの人、つまり他に依存しない所得源泉を持つけれども、所属する組織や義務や義理がない人のほとんどは、課された問題の解決に惨めな失敗を重ねているように思える。

ただ、もう少し経験を積めば、新たに発見する自然の恵み深さを、現在の金持ちが使っているのとは全く違う方法で使うようになり、私達は現在の金持ちとは全く違う計画を自分達のために立てるようになると、私は確信している。

しかし今後もかなりの時代にわたって、the old Adam（原初的人間の弱さ）は極めて根強いので、私達はsome work（何らかの仕事）をしなければ満足できないだろう。いまの金持ちが通常行っているよりは沢山の仕事をして、小さな義務や仕事や日課があるのをありがたく思うだろう。しかしこの状態を乗り越えた暁には、パンをできるかぎり薄く細かくちぎって、バター皿のバターを使い切ることを模索する様になるだろう。つまり、残された「すべきこと」をできるかぎり多くの人が分け合えるようにすべきである。例えば、一日三時間勤務、週十五時間勤務にすれば、問題をかなりの期間、先延ばしできるだろう。一日三時間働けば、私達の多くの中にいるthe old Adamを満足させるのに十分ではないだろうか。
他の分野でも、早く訪れてくれと期待せずにはいられない幾つかのchangesがある。例えば、富の蓄積がもはや、社会にとって重要ではなくなると、the code of morals（モラルに関する慣例法）が大きく変わるだろう。過去2百年にわたって人々に取り憑いていたthe pseudo-moral principles（偽りのモラル原則）を棄てることができる。人間の性格のうち、もっとも不快な部分を最高のvirtues
として崇める必要はなくなる。更に言えば、金銭動機の真の価値をようやくまともに評価できるようになる。即ち、金銭とは本来、人生を楽しむための手段、あるいは、現実を過ごすための手段でしかない。この考え方と異なる、金銭そのものを所有したいと考える金銭愛は、それ自体おかしなものであるとして判別されるようになるだろう。つまり、少し気味の悪い病気、半ば犯罪的で半ば病的な性癖、なるべくなら専門家に治療をお願いしたいと考えるような性癖だと認識されるようになるだろう。また今のところ、社会の習慣と経済の慣行のうち、富の分配や経済的な報酬と罰の分配に影響を与える部分には、それ自体では如何に不快でunjust（不公正）であっても、資本の蓄積を促す点で極めて有益なために、どのような犠牲を払っても維持せざるを得ないものがあるが、これをついにfree to discard（自由に放棄）できるようになる。

勿論、絶対的needsが満たされる時代が来ても、なお満たされない強烈なpurposiveness
をもって、闇雲に富を追求しようとする人はまだ多くいるかもしれない。こうした人達は何か別の妥当な代替目標が見つかるまで、富の追求を続けるだろう。しかし、それ以外の人々は、この手合いの人達を賞賛し励ます義務を、最早負わなくてよい。その様な義務を負わなくとも、もっと安全に、もっと好奇心を発揮して、各自の”purposiveness” --- ほとんどの人が程度の違いこそあれNature
から授けられた所の”purposiveness“ --- の真の性格を調べることに、私達は専念する様になるだろう。なぜならpurposivenessとは、強い関心の矛先（ほこさき）が、自分の行動の質やそれが私達の環境に短期的に与える影響にではなく、自分の行動が長期的にどの様な結果を招くか、に向けられることを意味するからだ。本当に”purposive”な人は常に、自分の行動のimmortality（不滅性）をとにかくひとまず確保して、長期的結果に対する自分の関心を遠い将来へと押し広げていこうとする。例えて言うと、大好きなのは自分の猫ではなく、その子猫である。いや、実際には子猫ですらなく、子猫の子描であり、そのまた子猫であるという風に、猫族が果てるまで先に押し広げていく。ジャムは今日のジャムであってはならず、明日のジャムでなければならない。こうしてジャムをいつも将来に押し広げていくことで、ジャム作りの行動のimmortality（不滅性）を確保しようと努めるのである。

ルイス・キャロルの小説『シルビーとブルーノ』に出てくる教授の話を紹介しよう。

「仕立屋ですが、お支払いを頂きに参りました」とドアの向こうでおとなしい声がした。

教授が子供達に「君達がちょっと待っている間に、この支払交渉を済ませるからね」と言っているとき、仕立屋が部屋に入ってきた。

「仕立屋さん、今年はいくらになっているのかな」と教授は尋ねた。
仕立屋は少々いらだっているようだった。「もう何年も倍々に増えてますからね。今年はお金を頂かないとなりません。しめて2千ポンドです。」
「なんだ、それっぽっちか」と教授はポケットを探り、それぐらいの金額ならいつだってあるというそぶりをした。「だが、あと一年待って、4千ポンドにした方がいいのではないかな。そうすればうんと金持ちになれる。望めば国王にだってなれるかもしれないぞ。」

仕立屋は少し考えながら答えた。「国王になりたいのかよく分かりませんが、確かに一度は拝（おが）んでみたい大金ですね。ザクザクもんだ。だったら、あと一年待つのも･･････」

すかさず教授は言った。「そりゃあ、待つ方がいいさ。頭脳明晰だね、君。では、さようなら」、仕立屋を追い出すようにそそくさと教授はドアを閉めた。
「4千ポンドも本当に支払うのですか」、シルビーが尋ねた。

「払うわけないだろう。毎年2倍に増やしていって、死ぬまで続けるさ。金が2倍に増えるんだったら、いつだって一年待つ価値はあるんだから」、したり顔で教授は言った。
恐らく偶然ではないのだろうが、私達のreligionsの核心と本質に、immortality（不滅性）の約束を組み入れることに特に熱心な民族が、複利原則の発展に極めて大きく寄与してきた。そして今でも、人間が作った仕組みのうちで、極めてpurposiveと言えるこの複利原則を特に大切にしている。

絶対的needsが満たされる時代が来れば私達は、religionと伝統的なvirtueの原則のなかで、特に確実で信頼性の高い原則にfree to return（何時でもどんな条件下でも自由に戻れる）状態になるだろう。即ち、貧欲は悪徳だという原則、高利は悪だという原則、金銭愛は憎むべきものだという原則、明日のことに倦（う）まず遠い将来を大切にする人こそvirtueと賢智の道を確実に歩んでいるという原則にfreeに戻ることができるのである。私達はもう一度、手段よりも目的を高く評価し、the useful（効用）よりthe good（善）を選ぶようになる。一時間を一日を、高潔に有意義に過ごす方法を教えてくれる人、ものごとを直接に楽しめる陽気な人、労せず紡がざる野の百合
、この様な人達を尊敬する様になる。

しかし注意すべきだ。その時期にはまだ至っていない。少なくとも今後百年は、自分自身に対しても他人に対しても、きれいは汚く、汚いはきれいであるかの様に振る舞わなければならない。汚いものは役立つが、きれいなものは役立たないのだから。貪欲や高利や用心深さをもうしばらく、私達のgodsとしなければならない。これらこそが、economic necessity（生活必需）という暗いトンネルから光の当たる場所へと、私達を導いてくれるのだから。

従って私は、そう遠くない将来に、人類全体にとって、生活の物質的な環境にかつてなかった大きな変化が起こると期待している。もちろん、この変化は徐々に起こるのであって、突然起こるのではない。しかし実のところ、この変化はもう始まっている。順調に行けば今後は、economic necessity（生活必需）いう問題から実際上、解放される階級やグループが段々と増えていくだろう。決定的な違いが認識され変化が起きたと確信できるのは、この状況が一般的になって、隣人に対する義務が変化したときだ。なぜなら、経済的にpurposiveであることが自分自身にとっては合理的でなくなった後も、他人に対しては合理的な時期がしばらく続くからである。

経済的bliss（至福）の状態という目的地への歩みの速度は、四つの要因によって決まる。人口をcontrolする能力、戦争と内戦を回避する決意、科学の世界で決めるのが適切な問題については科学の世界に任せる意思、資本蓄積のペース、これらの四つである。このうち資本蓄積のペースは生産と消費の差によって決まり、前の三つの要因が所与であれば自然に決定される。

この様な私達のゴール（destiny）に到着するまでのしばらくの間、この期間の目的（絶対的needs充足）に関する活動に加えて、the arts of life（生命の美的価値を楽しむ術）を奨励し、実験することで、少しずつ準備を進めても良いだろう。

しかし何よりも重要なのは、絶対的needs充足という経済問題の重要性を、決して過大評価しないことだ。この問題の解決に必要だろうとの当て推量で、もっと重要でもっとpermanent（恒久的、天上世界的）なsignificance（意義）を持つ事項を犠牲にしないようにしよう。絶対的needs充足という経済問題は、たとえば歯科医学と同じように、専門家に任せておけば良い問題なのだ。もし、経済学者が歯科医師と同じ様な意味で、謙虚で有能な専門家だと思われるようになったならば、それはとても素晴らしいことだろう。

＊The Nation and Athenaeum（ネーション・アンド・アシニーアム誌）　1930年10月11日号、18日号
� 齋藤補遺：permanentには「永遠の、天上世界的」という意味があり、temporalには「一時的、地上世界的」という意味がある。この論文でケインズは、permanentをこの様な両義性を持つ言葉として使っている。


� 齋藤補遺：� HYPERLINK "http://www.llc.ip.rcast.u-tokyo.ac.jp/Column%20hobo-shuukan/2015/20150121%20W127%20Thomas%20Aquinas%20Contra%20Impugnantes%201/20150121%20W127%20Thomas%20Aquinas%20Contra%20Impugnantus%201%20rev1.doc" ��コラム１２７�で説明したように、economicの語源はoeconomicaというギリシャ語起源のラテン語でありその意味は、現在の様なpeople at large（一般大衆）を対象にしたpublicな営みではなく、むしろ夫婦を単位とした家庭の様なprivateな営みだった。economic necessityの economicでは、この様な語源の色彩が強い。従ってここでは「生活必需」と和訳した。10頁にも2度この言葉が出てくるが、そこでも生活必需と和訳した。


� 齋藤補遺：明らかに聖書創世記のAdamとEveの創造にひっかけた表現であり、freedom in the heaven以来の「二度目」ということ。


� 齋藤補遺：freedomとは、外部からのcontrolを受けないdecision making capacity。


� 齋藤補遺：a fuller perfectionは、元々は新約聖書でパウロがしばしば使った用語の使い回しだ。perfectionの意味は、授かったtalent（才能）を発現させ自己完成に至る、といったところ。


�  齋藤補遺：virtueとはsin（罪）の反対語であり、人間一人一人に本来備わった、それぞれの内側から湧き出てくる「善」、即ち個別内発善を意味する。しばしば「徳」と言う和訳が使われるが、これでは「一人一人に個別に備わって内発する」というニュアンスが出ないように思う。なおsin（罪）とは、なにか特定行為を意味するものではない。その人に備わったvirtueを発揮しないことがsin（罪）とされる。guiltは、これに属する特定行為が法律（lex）によって決められているのが通例なので、厳密に言えばsin（罪）とは異なる。


� 齋藤補遺：山岡洋一氏和訳ではpurposivenessを「目的意識」としているが、むしろ「全ての物事には何か根源的な目的があるはずだとする考え方」の方が適当だと思う。


� 齋藤補遺：無冠詞かつ大文字で始まるNatureは、religious、non-religious、a-religiousを問わず多くの西洋人にとって非常に「根源的」「原初的」何かを表している。


� 齋藤補遺：マタイ6:28-33。「野の百合いかに育つかを思え。労せず紡がざるなり。されどわれ汝らに告ぐ。栄華を極めたるソロモンだに、その装いこの花のひとつに如かざりき。」
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